事後学習の学校新聞作成メモ
ポイント−１
新聞記事の基本には３つのポイントがあります。
1． 正確な内容）　真実性と正確性をもった文章であること。
2． 簡潔な内容）　簡潔で読みやすいこと。
3． 明快な内容）　やさしくわかりやすい文章であること。
ムダな文章を削るため、文章を何度も練り直す推敲を行いましょう。
ポイント−２
一般の新聞を意識して読んでみると、まず結論や結果が書かれ、次に経過、記事の捕捉の順となっています。
段落を意識して文章を作成してみましょう。
ポイント−３
取材した内容を正確に伝えるために、６W１Hを意識しましょう。
これは、社会人になっても基本となりますので、しっかり覚えましょう。
1． When：いつ（日時）
2． Where：どこで（場所）
3． Who：誰が
4． Whom：誰に
5． What：何を（目的、行為）
6． Why：なぜ（理由、原因）
7． How：どのように（手段、方法）
体験先で見た事、聞いた事、知った事、感じた事を上記項目に具体的に書き加え、
記事をまとめてみましょう。
ポイント−４
新聞レイアウトは個性豊かな方が面白いのですが、新聞レイアウトの基本も検討してみましょう。
また、見出しについては、一般新聞の表現の仕方を研究してみましょう。
